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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の

度
、
相
良
村
議
会
議
長
に
就
任

致
し
ま
し
た
小
善
満
子
で
ご
ざ

い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
議
会
の
最
も
重
要
な
こ

と
は
議
決
権
で
す
。
議
会
の
持

つ
権
限
の
中
で
、
本
質
的
、
基

本
的
な
も
の
で
あ
り
、
議
会
の

存
在
目
的
か
ら
も
第
一
に
あ
げ

ら
れ
る
権
限
で
あ
り
ま
す
。
議

会
は
、
村
長
の
執
行
機
関
に
対

し
て
、
そ
の
村
の
議
事
機
関
、

意
思
決
定
機
関
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
現
行
地

方
自
治
の
建
前
で
は
、
条
例
、

予
算
は
議
会
が
決
定
し
、
重
要

な
行
政
執
行
に
つ
い
て
も
、
あ

ら
か
じ
め
議
会
の
議
決
を
経
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
、

村
長
が
提
案
し
た
案
件
に
対
し

て
可
否
を
表
明
す
る
こ
と
が
議

会
の
最
も
重
要
な
使
命
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
を
前
提

に
皆
さ
ん
に
期
待
さ
れ
る
議
会

運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
議
会
だ
よ
り

を
発
刊
す
る
事
に
つ
い
て
は
、

昨
年
初
め
て
の
企
画
と
し
て
議

会
報
告
お
よ
び
議
会
基
本
条
例

の
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
村
民
の
方
々
の
反
響
が

良
く
、
こ
の
よ
う
な
報
告
会
を

続
け
て
欲
し
い
と
の
ご
意
見
が

各
会
場
で
あ
り
ま
し
た
。
村
民

の
皆
様
の
ご
期
待
に
少
し
で
も

沿
う
こ
と
が
出
来
た
ら
の
思
い

か
ら
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
内
容
は
定
例
議
会
が
年
４

回
あ
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆

さ
ん
が
執
行
部
に
質
問
し
た
こ

と
等
が
主
な
も
の
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
議
会
に
対
し
ま

し
て
、
ご
意
見
ご
要
望
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
伺
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
日

が
続
き
ま
す
。
お
身
体
を
ご
自

愛
下
さ
い
ま
し
て
お
過
ご
し
下

さ
い
。
こ
れ
で
議
長
就
任
お
よ

び
発
刊
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

新たな議会構成決まる

新議長に小善満子氏を選出
新副議長に横山良継氏
　平成21年４月23日（日）任期満了に伴う相良村議会議員選挙があり、５月８日臨時議会に
おいて下記の通りの議会構成となりました。

議
　
長小

善
　
満
子
氏
（
70
歳
）

副
議
長横

山
　
良
継
氏
（
71
歳
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
友
田
　
政
春

副
委
員
長
　
西
本
　
巳
喜
男

委
　
　
員

市
岡
　
智
惠
・
髙
岡
　
重
盛

堀
川
　
金
泰
・
小
善
　
満
子

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
中
村
　
重
道

副
委
員
長
　
黒
木
　
正
照

委
　
　
員

茂
吉
　
隆
典
・
吉
松
　
美
代

横
山
　
良
継
・
小
善
　
満
子

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
吉
松
　
美
代

副
委
員
長
　
茂
吉
　
隆
典

委
　
　
員

中
村
　
重
道
・
友
田
　
政
春

横
山
　
良
継

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
員

市
岡
　
智
惠
・
髙
岡
　
重
盛

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
議
員

黒
木
　
正
照

合
併
特
別
委
員
会

委
員
長
　
吉
松
　
美
代

副
委
員
長
　
茂
吉
　
隆
典

委
　
　
員

中
村
　
重
道
・
友
田
　
政
春

横
山
　
良
継
・
小
善
　
満
子

川
辺
川
土
地
改
良
事
業
組
合
委
員

茂
吉
　
隆
典

ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長
　
茂
吉
　
隆
典

副
委
員
長
　
堀
川
　
金
泰

委
　
　
員
　
全
議
員

議
会
選
出
監
査
委
員

堀
川
　
金
泰

学歴　人吉高校10回卒
職歴　地方公務員

議
会
の
構
成
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◆ 議会開催報告 ◆

〈 定例議会 〉

開催日　平成21年６月16日〜平成21年６月18日まで
発議第９号　国営川辺川土地改良事業の推薦決議案

について…………………………原案可決
諮問第１号　人権擁護委員候補者の推薦について　

候補者適任と答申

議案第35号　平成21年度相良村一般会計補正予算
（第３号）…………………………原案可決

議案第36号　平成21年度相良村介護保険特別会計補
正予算（第１号）………………原案可決

議案第37号　相良村職員の勤務時間、休暇等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定に
ついて……………………………原案可決

議案第38号　相良村一般職の給与に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

… 　…………………………………原案可決
議案第39号　相良村職員の育児休業等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について
… 　…………………………………原案可決
議案第40号　相良村職員の定年等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について
… 　…………………………………原案可決
議案第41号　相良村国民健康保険税条例の一部を改

正する条例の制定について　原案可決
議案第42号　災害による被害者に対する村税の減免

に関する条例の一部を改正する条例の
制定について……………………原案可決

議案第43号　相良村敬老祝金支給条例の制定につい
て…………………………………原案可決

発議第７号　相良村議会議員の報酬、費用弁償及び
期末手当に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について…………原案否決

発議第８号　相良村政治倫理条例の制定について
… 　…………………………………継続審査
発議第10号　相良村議会政務調査費の交付に関する

条例の制定について……………原案否決

〈 臨時議会 〉

第５回臨時議会
開催日　平成21年４月10日
報告第１号　平成21年度相良村一般会計補正予算

（第１号）の執行について
承認第１号　専決処分の承認をもとめることについ

て　専決第１号（平成20年度相良村一
般会計補正予算第11号）………原案承認

承認第２号　専決処分の承認をもとめることについ

て　専決第２号（平成20年度相良村国
民健康保険特別会計補正予算第４号）

… 　…………………………………原案承認
承認第３号　専決処分の承認をもとめることについ

て　専決第３号（平成20年度相良村老
人保健特別会計補正予算第３号）

… 　…………………………………原案承認
承認第４号　専決処分の承認をもとめることにつ

いて　専決第４号（平成20年度相良村
後期高齢者医療特別会計補正予算第３
号）………………………………原案承認

承認第５号　専決処分の承認をもとめることについ
て　専決第５号（平成20年度相良村税
条例の一部を改正する条例の制定につ
いて）……………………………原案承認

承認第６号　専決処分の承認をもとめることについ
て　専決第６号（相良村国民健康保険
税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて）…………………………原案承認

発議第４号　国営川辺川土地改良事業の推進決議案
について…………………………原案否決

発議第５号　相良村議会議員の議員報酬、費用弁償
及び期末手当に関する条例の一部を改
正する条例の制定について　原案否決

発議第６号　国営川辺川土地改良事業の推進決議案
について…………………………原案可決

第６回臨時議会
開催日　平成21年５月８日
報告第２号　給与返還及び詐害行為取消請求の訴え

の確定について
承認第７号　専決処分の承認を求めることについて

専決第７号（平成21年度相良村一般会
計補正予算第２号）……………原案承認

同意第１号　監査委員の選任について……原案同意
議案第33号　示談と損害賠償の額を定めることにつ

いて………………………………原案可決

第７回臨時議会
開催日　平成21年５月26日
議案第34号　相良村一般職の職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例の制定につい
て…………………………………原案可決

第９回臨時議会
開催日　平成21年７月６日
議案第44号　平成21年度相良村一般会計補正予算

（第４号）…………………………修正可決
議案第45号　平成21年度相良村農業集落排水特別会

計補正予算（第１号）…………原案可決



4さがら　2009.8.30　創刊号

◆ 議会のうごき ◆

●平成21年度臨時交付金　総額１億８千万円の主な使いみち
役場庁舎耐震補強工事……………………… 20 ,000千円
単県農業農村整備事業……………………… 13 ,000千円
リフレッシュビレッジ施設整備事業……… 16 ,600千円
子育て応援施設整備事業…………………… 10 ,700千円
総合土地情報管理システム導入案………… 10 ,300千円
舗装維持補修（村内全域）…………………… 10 ,000千円
村道谷尻晴山線雨水対策工事…………………7,000千円
相良中学校パソコン室整備事業…………… 15 ,000千円
役場防水・補修工事………………………… 21 ,500千円

●相良村地域情報通信基盤整備事業で2000万円計上（設計委託費）
　第９回臨時議会（７月６日）において、議案第44号について議案が上程されたが、「住
民の意向も把握しないで実施してよいのか。」「2000万円の設計委託費は精算根拠も定かで
ない。」等の意見があったため、2000万円を除いたところで修正案可決をした。その後、
区長会を開催しアンケート調査を実施。調査結果に基づき議会の全員協議会が開催された。
８月６日に第10回臨時議会が開かれ、前回と同様に修正案も議員発議で出されたが、原案
どおり賛成多数で可決された。

●国営川辺川利水について
今まで議会が反対した理由
（１）事業費の14億円は相良村にとって多大であり、費用対効果からしても取り組むべき

ではない。
（２）…維持管理費の水田の場合、相良村は10a当たり4,500円、他市町村の補給水地域は450

円は理解出来ない。
（３）…水利権→慣行・許可水利権は手放すべきではない。

議会が推進へカジを切った理由
（１）この事業は受益農家が主人公である
（２）４ヶ年反対してきたが、受益農家の意向確認をすべきである。
（３）全面的に推進出来る状況でない、賛成多数で推進決議（８：２）
（４）事業が停滞することによって、村の農業振興が遅れる懸念がある。

●●●こんなことが決まりました●●●
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◆ 一般質問 ◆

黒
木
　
正
照  

議
員
（
50
歳
）

学
歴
　
県
立
熊
本
高
校
定
時
制
卒

職
歴
　
会
社
員

抱
負
　
村
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ

る
村
議
会
議
員

黒
木
議
員
＝
相
良
北
小
学
校
体
育

中
村
　
重
道  

議
員
（
64
歳
）

学
歴
　
熊
本
中
央
理
容
専
修
学
校

通
信
課
卒

職
歴
　
自
営
業

抱
負
　
何
事
も
前
向
き
に
!!

　
　
　

農
林
商
工
業
の
振
興

中
村
議
員
＝
川
辺
川
ダ
ム
計
画
の
白

紙
撤
回
を
受
け
、
40
年
余
り
ダ
ム
問

館
水
道
施
設
に
つ
い
て
、
相
良
北
小

学
校
体
育
館
も
学
校
施
設
で
あ
り
、

夏
場
の
授
業
で
も
体
育
館
を
使
用

す
る
訳
で
、
飲
料
で
き
る
水
が
な
い

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

教
育
課
長
＝
体
育
館
で
運
動
す
る

児
童
の
飲
み
水
に
つ
い
て
は
、
校
舎

側
に
走
っ
て
い
っ
て
、
水
を
飲
み
に

行
く
状
態
で
す
。
安
心
で
安
全
な
飲

題
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
上
四
浦
地
区

か
ら
約
60
世
帯
１
８
４
名
の
住
民
が

住
み
慣
れ
た
ふ
る
さ
と
を
離
れ
ら
れ

ま
し
た
。
上
四
浦
地
区
及
び
村
全
体

の
振
興
が
遅
れ
て
お
り
国
も
地
方
の

活
性
化
を
重
要
視
し
て
い
る
今
こ
そ

最
善
の
機
会
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
議
会
と
と
も
に
国
や
県
に
陳

情
す
る
お
考
え
は
な
い
の
で
す
か
。

村
長
＝
上
四
浦
の
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
単
独
で
要
望
書
を
何
度
か
県
に

QQ
相
良
北
小
の
水
道
施
設
や
危
機
管
理
に
つ
い
て

上
四
浦
地
区
の
振
興
を
議
会
と
と
も
に
陳
情
す
る
考
え
は
！

AA
安
心
で
安
全
な
飲
料
水
を
確
保
し
、
北
小

の
学
校
経
営
は
い
き
い
き
と
し
て
い
る

今
後
は
可
能
な
限
り
議
会
の
皆
様
と
活
動

し
て
い
き
た
い

料
水
を
確
保
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

黒
木
議
員
＝
児
童
生
徒
の
医
療
費

無
料
化
に
つ
い
て
、
３
月
の
定
例
会

会
議
に
て
、
本
村
は
就
学
前
ま
で
で

あ
る
が
、
財
政
上
の
事
も
あ
り
、
村

長
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
回
答
し
て
お
ら
れ
る
が
、

そ
の
後
の
協
議
の
結
果
は
。

保
健
福
祉
課
長
＝
助
成
対
象
年
齢

お
持
ち
し
た
の
は
事
実
で
、
執
行
部

と
し
て
議
決
機
関
で
あ
る
議
会
の
皆

様
の
力
を
お
借
り
し
な
い
こ
と
に
は

で
き
ま
せ
ん
。
上
四
浦
の
要
望
の
時

も
議
会
の
皆
さ
ん
と
行
き
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
と
き
行
け
る
よ
う

な
状
況
で
は
な
か
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
。
村
議
会
改
選
を
機
に
今

後
は
可
能
な
限
り
議
会
の
皆
様
と
活

動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

等
も
含
め
、
現
在
作
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
10
月
実
施
の
方

向
で
協
議
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

黒
木
議
員
＝
相
良
北
小
学
校
の
危

機
管
理
に
つ
い
て
、
地
元
の
用
務
員

が
い
な
い
中
で
、
事
務
の
先
生
も
一

人
と
い
う
事
も
あ
り
、
簡
単
に
校
舎

に
入
れ
る
状
態
で
す
。
今
の
状
態
で

危
機
管
理
が
充
分
と
は
言
い
難
い
。

安
心
安
全
で
あ
る
べ
き
学
校
で
、
子

ど
も
達
の
生
命
を
守
る
に
あ
た
り
、

ど
の
よ
う
な
施
策
を
と
っ
て
い
る

か
。

教
育
長
＝
私
は
地
域
社
会
か
ら
隔

離
さ
れ
た
状
態
の
学
校
は
つ
く
り

中
村
議
員
＝
高
原
地
域
農
道
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。
農
業
の
生
産
性

向
上
を
図
る
た
め
ふ
る
さ
と
農
道
等

を
建
設
す
る
お
考
え
は
な
い
の
で
す

か
。
平
成
16
年
に
計
画
さ
れ
た
ふ
る

さ
と
農
道
が
台
地
の
北
側
に
整
備
さ

れ
、
こ
の
農
道
の
周
辺
農
地
は
耕
作

放
棄
地
だ
っ
た
が
、
優
良
地
に
よ
み

が
え
り
大
変
効
果
が
上
が
っ
て
お
り

ま
す
。
南
側
に
広
域
農
道
が
あ
り
、

中
央
に
は
も
う
１
本
と
南
北
に
２
本

で
き
れ
ば
防
風
林
を
解
除
し
て
ふ
る

さ
と
農
道
規
模
の
農
道
整
備
、
ま
た

排
水
路
に
つ
い
て
も
現
在
進
め
て
い

る
煙
草
共
同
乾
燥
室
か
ら
上
川
上
ま

で
実
部
落
か
ら
上
川
辺
ま
で
の
整
備

を
し
て
い
た
だ
く
計
画
は
な
い
の
で

た
く
な
い
。
校
舎
へ
の
進
入
は
開

い
て
守
る
と
い
う
の
が
教
育
委
員

会
の
基
本
方
針
で
す
。
４
月
当
初
、

校
務
分
掌
に
て
、
役
割
分
担
を
し
ま

す
。
北
小
は
11
名
の
体
制
で
危
機

管
理
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
今
、

北
小
の
学
校
経
営
は
い
き
い
き
し

て
お
る
と
思
い
ま
す
。

黒
木
議
員
＝
北
小
の
用
務
員
の
再

雇
用
の
考
え
は
。

教
育
長
＝
人
事
権
は
教
育
委
員
が

持
っ
て
お
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て

の
判
断
は
補
充
し
な
い
方
針
。

す
か
。

村
長
＝
ふ
る
さ
と
農
道
を
整
備
す
る

場
合
は
農
水
省
の
補
助
金
が
関
わ
っ

て
き
ま
す
。
今
、
利
水
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
利
水
事
業
の
一
定

の
目
途
解
決
が
立
た
な
い
限
り
は
同

じ
農
水
省
の
補
助
金
で
農
道
を
整
備

す
る
の
は
難
し
い
も
の
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

中
村
議
員
＝
運
動
公
園
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
の
段
差
に
つ
い
て
駐
車
場

と
交
差
す
る
部
分
に
段
差
が
あ
り
、

障
害
者
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
の
で

解
消
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
検
討
の

程
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
課
長
＝
段
差
解
消
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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◆ 一般質問 ◆

西
本
巳
喜
男  

議
員
（
56
歳
）

学
歴
　
法
政
大
学
経
済
学
部
卒

職
歴
　
元
球
磨
地
域
農
業
協
同
組

合
、
農
業

抱
負
　
・
相
良
村
が
よ
く
な
る
た

め
、
村
民
の
豊
か
な
暮

ら
し
づ
く
り
の
た
め

　
　
　

・
正
し
い
こ
と
、
正
直
者

市
岡
　
智
惠  

議
員
（
56
歳
）

学
歴
　
人
吉
高
等
商
業
学
校
卒

職
歴
　
元
人
吉
食
糧
事
業
協
同
組

合
、
主
婦

抱
負
　
村
民
皆
さ
ん
の
代
弁
者
で

あ
る
と
い
う
責
任
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て

住
め
る
魅
力
と
活
気
あ
る

が
救
わ
れ
る
こ
と
へ
の

追
求

　
　
　

・
将
来
の
子
、
孫
に
喜
ば

れ
る
村
づ
く
り

一
般
質
問
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

村
づ
く
り
に
努
め
た
い

市
岡
議
員
＝
こ
の
度
の
定
例
議

会
に
お
き
ま
し
て
、
①
財
政
の
見

通
し
に
つ
い
て
②
市
町
村
合
併
に

つ
い
て
③
通
学
路
に
対
す
る
雨

水
処
理
に
つ
い
て
④
介
護
保
険

認
定
者
状
況
に
つ
い
て
以
上
４

点
の
質
問
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
①
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
村

財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
沿
い
、
健
全
な
財
政

運
営
を
目
指
す

の
財
政
状
況
を
平
成
19
年
度
決

算
状
況
で
見
た
と
こ
ろ
、
歳
入

32
億
３
１
５
万
５
千
円
、
歳
出

30
億
２
５
８
万
６
千
円
差
引
き
額

２
億
56
万
９
千
円
。
歳
入
の
構
成

比
率
は
、
自
主
財
源
３
割
弱
、
地

方
交
付
税
等
の
依
存
財
源
が
７
割

強
で
、
自
主
財
源
に
乏
し
い
依
存

型
と
な
っ
て
い
る
。
歳
出
の
構
成

比
率
に
お
い
て
は
、
義
務
的
経
費

（
人
件
費
、
公
債
費
等
）
が
歳
出
全

体
の
５
割
を
占
め
る
投
資
的
経
費

（
建
設
事
業
費
等
）
の
予
算
確
保
が

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
の
対
策
と
し
て
は
、
歳
入
面
で

は
、
村
税
、
各
種
使
用
料
の
整
理

を
図
り
、
歳
出
面
で
は
、
集
中
改

革
プ
ラ
ン
に
沿
い
、
健
全
な
財
政

運
営
を
目
指
す
。
②
に
つ
き
ま
し

て
は
、
合
併
新
法
に
お
い
て
、
平

成
22
年
３
月
31
日
ま
で
が
有
効
と

な
っ
て
い
る
。
県
か
ら
合
併
へ
の

意
向
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
と
こ

ろ
、
各
市
町
村
長
、
村
長
も
含
め

て
合
併
に
は
賛
成
。
し
か
し
、
合

併
新
法
が
切
れ
る
３
月
31
日
ま
で

は
日
程
的
に
厳
し
く
考
え
て
い
る
。

③
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
学
校
か

ら
商
工
会
に
い
た
る
路
線
に
つ
い

て
の
対
策
と
し
て
、
中
学
校
の
正

門
か
ら
百
年
杉
に
か
け
て
横
断
溝

を
新
設
し
、
雨
水
カ
ッ
ト
を
し
て

い
る
。
又
、
地
域
活
性
化
経
済
危

機
対
策
実
施
計
画
の
中
に
工
事
費

等
を
計
上
し
て
お
り
、
そ
の
交
付

金
で
対
応
し
た
い
。
④
に
つ
き
ま

し
て
は
、
４
月
１
日
現
在
の
高
齢

者
数
が
１
６
２
５
人
で
高
齢
化
率

が
31
％
、
そ
の
中
で
介
護
保
険
認

定
者
（
１
部
２
号
被
保
険
者
）
が
、

３
３
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

QA
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◆ 一般質問 ◆

高
岡
　
重
盛  

議
員
（
61
歳
）

学
歴
　
県
立
球
磨
農
業
高
校
卒

職
歴
　
農
業

抱
負
　
責
任
と
信
頼

髙
岡
議
員
＝
現
在
ま
で
３
回
の
ダ

ム
に
よ
ら
な
い
治
水
検
討
を
す
る

場
の
会
合
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま

吉
松
　
美
代  

議
員
（
52
歳
）

学
歴
　
浪
速
短
期
大
学
通
信
教
育

保
育
科
卒

職
歴
　
元
福
祉
施
設
職
員
、
主
婦

抱
負
　
あ
た
た
か
い
相
良
村
を
目

指
し
ま
す

吉
松
議
員
＝
相
良
村
村
政
座
談
会

す
が
、
村
長
は
そ
の
場
に
お
き
ま

し
て
、
国
及
び
県
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
発
言
を
さ
れ
て
い
る
か
、

こ
の
場
で
伺
い
を
さ
せ
て
頂
き
た

い
。

村
長
＝
回
数
的
に
は
３
回
ご
ざ
い

ま
し
た
。
第
１
回
目
の
検
討
す
る

場
に
お
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
こ
の

検
討
の
場
の
存
在
そ
の
も
の
に
私

が
各
行
政
区
ご
と
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
ね
。
そ
の
時
、
村
民
の
質
問

の
中
に
、
海
外
研
修
（
ベ
ト
ナ
ム
）

に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
の
村
長
は
有
意
義
な
研
修
で

し
た
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
ね
。
こ

の
事
に
つ
い
て
、
報
告
し
て
く
だ

さ
い
と
言
わ
れ
た
事
に
対
し
、
報

告
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ

ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
を
検
討
す
る
場
の
遊
水
地
に
つ
い
て

相
良
村
長
の
減
給
処
分
を
求
め
る
決
議
が
可
決

今
の
状
況
で
は
、
こ
こ
が
遊
水
地
と
は
言

え
な
い
段
階

処
分
の
必
要
は
な
い は

疑
問
を
持
っ
て
い
る
と
、
入
口

論
的
な
話
を
い
た
し
ま
し
た
。
第

２
回
目
が
遊
水
地
に
つ
い
て
質
問

い
た
し
ま
し
た
。３
回
目
は
、私
は
、

特
に
議
論
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
発
言
い
た

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

髙
岡
議
員
＝
遊
水
地
に
つ
い
て
、

川
辺
川
で
大
体
、
村
長
と
し
て
場

う
か
。

村
長
＝
復
命
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
実
際
申
し
上
げ
ま
し
た
。「
広

報
さ
が
ら
」
上
で
、
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

吉
松
議
員
＝
村
長
は
座
談
会
で
報

告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
言

わ
れ
ま
し
た
か
ら
、
私
は
そ
れ
を

確
認
し
た
わ
け
で
す
。
旅
費
は
、

所
的
に
ど
こ
あ
た
り
、
ま
た
何
カ

所
検
討
あ
た
り
も
考
え
て
お
ら
れ

る
か
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
ち
ょ
っ
と

教
え
願
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

村
長
＝
遊
水
地
の
具
体
的
な
場
所

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
率
直
に
申
し

上
げ
て
、
い
く
つ
か
私
自
身
の
考

え
、
検
討
は
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、

こ
れ
は
今
の
状
況
で
お
そ
ら
く
、

「
こ
こ
が
遊
水
地
ば
い
」、「
こ
ぎ
ゃ

ん
す
っ
ば
い
」
と
、
今
の
段
階
で

言
っ
た
ら
混
乱
も
生
じ
る
も
の
と

思
い
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
、
そ

の
点
、
発
言
を
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
で

町
村
会
の
中
に
職
員
さ
ん
た
ち
の

共
済
金
の
掛
金
の
中
か
ら
運
営
さ

れ
て
い
る
資
金
で
す
よ
。
言
っ
た

言
葉
に
対
し
て
は
、
ち
ゃ
ん
と
責

任
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

何
月
に
載
せ
ら
れ
ま
す
か
。

村
長
＝
ベ
ト
ナ
ム
研
修
に
つ
い
て

一
年
近
く
経
ち
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

そ
れ
に
村
民
の
た
め
に
ど
れ
だ
け

に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
６
月
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

来
月
あ
た
り
で
も
載
せ
る
方
向
で

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

吉
松
議
員
＝
３
月
の
定
例
会
で
相

良
村
長
の
減
給
処
分
を
求
め
る
決

す
。

髙
岡
議
員
＝
補
償
す
る
場
合
は
、

被
害
に
遭
っ
た
と
き
だ
け
補
償
を

行
う
の
か
伺
い
ま
す
。

村
長
＝
実
際
、
冠
水
し
た
場
合
、

用
益
地
か
ら
承
益
地
の
ほ
う
に
水

が
入
っ
た
場
合
の
補
償
と
い
う
の

は
、
こ
れ
は
農
業
共
済
等
の
適
用

補
償
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
今
の
段
階
で
は
思
っ
て
お
り

ま
す
。

議
が
可
決
し
ま
し
た
ね
。
そ
れ
に

つ
い
て
村
長
は
ど
う
お
考
え
な
の

か
答
え
て
下
さ
い
。

村
長
＝
処
分
の
必
要
は
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

吉
松
議
員
＝
議
会
の
議
決
権
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
か
話
し
て
下
さ
い
。

　

反
省
を
表
す
こ
と
に
よ
っ
て
正

さ
れ
て
い
く
、
そ
れ
が
世
の
中
の

心
の
真
理
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

村
長
＝
議
会
の
議
決
権
も
、
執
行

権
も
、
互
い
に
尊
重
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
は
す
べ
て
村
民

の
た
め
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

QAQA
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◆ 一般質問 ◆

茂
吉
　
隆
典  

議
員
（
65
歳
）

学
歴
　
県
立
球
磨
農
業
高
校
卒

職
歴
　
元
球
磨
酪
農
農
業
協
同
組

合
、
農
業

抱
負
　
川
辺
川
の
清
流
を
守
り
、

村
に
農
家
に
負
担
の
少
な

い
利
水
事
業
、
介
護
福
祉

に
力
を
入
れ
る
。

友
田
　
政
春  

議
員
（
72
歳
）

学
歴
　
県
立
人
吉
高
校
定
時
制
卒

職
歴
　
元
相
良
村
役
場
職
員
、
農

業

抱
負
　
一
．
村
財
政
の
確
定
と
行

革
推
進
、
対
話
の
村
政

　
　
　

二
．
少
子
高
齢
化
（
福
祉
）

対
策

茂
吉
議
員
＝
介
護
保
険
、
制
度
改

正
に
つ
い
て
。

保
健
福
祉
課
長
＝
介
護
保
険
法

の
基
、
第
４
期
相
良
村
高
齢
者
福

祉
計
画
、
介
護
保
険
事
業
計
画

を
策
定
、
以
降
３
年
間
の
保
険

料
の
改
定
、
１
号
被
保
険
者
の

保
険
料
の
基
準
額
を
第
４
段
階
、

５
２
０
０
円
か
ら
５
６
０
０
円
に
。

５
６
０
０
円
の
保
険
料
は
熊
本
県

で
一
番
高
い
、
全
国
で
８
番
目
。

　
　
　

三
．
農
業
基
盤
整
備
と
主

幹
作
物
保
護

友
田
議
員
＝
少
子
高
齢
化
対
策
に

つ
い
て
、
児
童
、
生
徒
の
医
療
費

無
料
化
に
つ
い
て
は
、
私
は
20
年

12
月
、
21
年
３
月
、
更
に
今
議
会

で
取
込
み
質
問
し
、
郡
内
各
町
村

の
実
施
状
況
を
調
査
し
て
い
る
が
、

介
護
保
険
の
負
担
軽
減
に
一
般
財
源
を

児
童
、
生
徒
の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て

一
般
財
源
を
使
え
る
か
、
確
認
次
第
伝
え

る小
学
校
３
年
生
ま
で
、
そ
し
て
状
況
を
見
な
が

ら
６
年
生
ま
で
引
き
上
げ
れ
ば
と
考
え
て
い
る

茂
吉
議
員
＝
負
担
軽
減
に
一
般
財

源
の
う
ち
川
辺
川
事
業
組
合
の
負

担
金
分
を
回
せ
な
い
か
。

村
長
＝
一
般
財
源
を
使
え
る
か
、

確
認
次
第
、
伝
え
る
。

茂
吉
議
員
＝
福
祉
の
面
で
高
齢
者

に
対
し
充
実
、
財
政
厳
し
い
中
、

支
援
を
。

村
長
＝
調
査
研
究
、
考
え
る
。

茂
吉
議
員
＝
道
路
問
題
―
十
島
平

原
線
・
道
路
改
良
に
つ
い
て
。

相
良
村
で
は
ど
う
検
討
さ
れ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
先
ほ
ど
の
村
長

答
弁
で
は
、
九
月
定
例
議
会
で
条

例
予
算
等
を
提
案
し
、
今
年
10
月

か
ら
実
施
で
き
な
い
か
検
討
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
ど

う
か
。

村
長
＝
友
田
議
員
は
重
要
政
策

テ
ー
マ
と
し
て
ず
っ
と
取
り
組
ん

建
設
課
長
＝
現
在
測
量
中
。
人
吉

市
道
接
続
・
人
吉
市
と
協
議
中
。

茂
吉
議
員
＝
交
通
安
全
対
策
―
歩

道
設
置
、
県
道
水
上
線
の
歩
道
計

画
の
進
捗
状
況
と
食
品
団
地
ま
で

整
備
、
相
良
村
は
。

建
設
課
長
＝
歩
道
は
相
良
五
木
振

興
計
画
で
、
人
吉
市
と
の
隣
接
地

に
筆
界
未
定
部
分
、
解
決
し
な
い

と
出
来
な
い
。

茂
吉
議
員
＝
旧
県
道
新
並
木
・
新

立
線
、
公
民
館
近
く
の
交
差
点
改

良
計
画
は
。

建
設
課
長
＝
県
道
４
４
５
号
線
・

県
道
人
吉
水
上
線
―
歩
道
設
置
す

る
計
画
。
三
石
錦
線
・
吉
野
尾
新

並
木
、
交
差
点
内
で
の
事
故
が
数

で
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
、
私
ど
も
は
、
担
当
課
長
は

じ
め
財
政
等
々
と
協
議
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
、
今
約
束
で
き
る
の
は

小
学
校
３
年
生
ま
で
、
そ
し
て
状

況
を
見
な
が
ら
６
年
生
ま
で
引
き

上
げ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

友
田
議
員
＝
飛
行
場
水
路
補
修

と
高
原
地
区
電
気
料
補
助
に
つ
い

て
、
完
成
か
ら
70
年
近
く
全
面
的

改
修
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
経
費

は
58
億
円
と
も
言
わ
れ
地
域
住
民

の
平
等
性
、
公
共
的
財
産
で
あ
り
、

村
の
負
担
も
当
然
で
あ
る
が
、
土

件
、
充
分
認
識
。
村
道
改
良
事
業

で
の
重
点
路
線
。

茂
吉
議
員
＝
川
辺
川
総
合
土
地
改

良
事
業
組
合
21
年
度
負
担
金
の
違

い
と
、
支
払
い
は
。

産
業
振
興
課
長
＝
当
初
概
算
、

１
千
30
万
円
が
、
２
月
の
定
例
議

会
で
９
９
８
万
円
に
な
っ
た
。
内
、

前
期
分
半
額
請
求
ど
お
り
、
支
出
。

茂
吉
議
員
＝
相
良
村
22
％
の
負
担

が
問
題
。
村
長
自
身
回
答
し
て
い

る
が
、
市
町
村
長
へ
の
追
求
は
ど

う
か
。

村
長
＝
意
見
だ
け
、
組
合
解
散
も

含
め
、
私
の
意
見
に
反
映
は
無
い
。

地
改
良
法
に
基
づ
き
受
益
者
一
部

負
担
を
求
め
る
の
も
平
常
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
高
原
地
区
電
気
料

等
の
１
／
３
位
の
補
助
は
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

村
長
＝
村
の
財
政
状
況
を
検
討
し

な
が
ら
補
助
金
を
い
く
ら
支
出
す

る
の
か
、
支
出
し
な
い
の
か
含
め

て
検
討
し
て
い
く
の
が
社
会
組
織

の
有
り
方
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

電
気
料
に
つ
い
て
は
地
元
組
合
か

ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
検

討
す
る
。

QAQA
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◆ 一般質問 ◆

堀
川
　
金
泰  

議
員
（
65
歳
）

学
歴
　
大
阪
府
立
富
田
林
高
校
中

退

職
歴
　
会
社
役
員

抱
負
　
和
し
て
同
ぜ
ず

横
山
　
良
継  

議
員
（
71
歳
）

学
歴
　
県
立
球
磨
農
業
高
校
卒

職
歴
　
元
球
磨
地
域
農
業
協
同
組

合
役
員

抱
負
　「
開
か
れ
た
議
会
」
へ
取
り

組
み
ま
す
。

　
　
　
「
誠
実
な
議
員
」
と
し
て
頑

張
り
ま
す
。

掘
川
議
員
＝
減
水
区
間
に
つ
い

て
、
現
在
、
野
々
脇
か
ら
毎
秒
０
・

45
ｔ
流
し
て
い
る
が
、
椎
葉
ダ

ム
、
山
口
谷
も
今
チ
ッ
ソ
が
も
っ

て
い
っ
て
る
。
工
程
表
を
渡
し
て

あ
る
が
、
村
の
考
え
は
。
河
川
法

第
１
条
に
な
ん
て
書
い
て
あ
る
か
、

そ
れ
を
ま
ず
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

横
山
議
員
＝
３
月
３
日
開
催
の
農

家
説
明
会
で
柳
瀬
西
溝
掛
役
員
か

ら
、
こ
の
事
業
に
は
つ
い
て
い
け
な

い
と
、
離
脱
を
考
え
て
い
る
と
い
う

発
言
表
明
が
あ
っ
た
が
そ
の
後
の

村
長
の
所
信
を
聞
き
た
い
。

村
長
＝
そ
の
よ
う
な
発
言
が
あ
っ

た
こ
と
は
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
意
見
が
機
関
意
思
で
あ
る
か
一

国
営
利
水
事
業
に
つ
い
て

減
水
区
間
に
つ
い
て

既
設
導
水
路
案
に
取
り
組
む
こ
と
が
水
代

の
農
家
負
担
が
少
な
く
て
済
む

公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的

総
務
課
長
＝
今
の
ご
指
摘
の
河
川

法
第
１
条
に
な
り
ま
す
け
ど
も
、

目
的
で
述
べ
て
あ
り
ま
す
。
こ
の

法
律
は
河
川
に
つ
い
て
、
洪
水
、

高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
を
防

止
さ
れ
、
河
川
が
適
正
に
利
用
さ

れ
、
流
水
の
正
常
な
機
能
が
維
持

さ
れ
、
及
び
河
川
環
境
の
整
備
と

人
の
貴
重
な
役
員
の
意
見
で
あ
る

の
か
。

横
山
議
員
＝
書
面
で
の
機
関
意

思
、
つ
ま
り
離
脱
表
明
と
判
断
し
な

い
と
い
う
事
で
す
か
。

村
長
＝
書
面
で
の
確
実
な
柳
瀬
西

溝
掛
の
機
関
意
思
で
あ
る
な
ら
ば

重
く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

横
山
議
員
＝
こ
の
事
業
に
柳
瀬
西

普
遍
が
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
を

総
合
的
に
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
土
の
保
全
と
開
発
に
寄
与
し
、

も
っ
て
公
共
の
安
全
を
保
持
し
、

か
つ
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

第
１
条
に
う
た
っ
て
あ
り
ま
す
。

以
上
で
あ
り
ま
す
。

掘
川
議
員
＝
今
現
在
、
漁
協
も
一

生
懸
命
動
い
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
中
に
、
相
良

村
の
意
見
も
言
わ
せ
て
く
だ
さ
い

と
い
う
事
を
申
し
込
ん
で
い
た
だ

溝
掛
が
参
加
し
て
、
今
自
然
流
下
で

水
を
取
り
入
れ
て
い
る
以
上
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
。

村
長
＝
既
設
導
水
路
案
に
取
り
組

む
こ
と
が
水
代
の
農
家
負
担
が
少

な
く
て
済
む
と
思
い
ま
す
。
大
曲
の

溝
は
老
朽
化
し
て
お
り
ま
す
。
補
修

す
る
と
す
れ
ば
莫
大
な
資
金
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
水
圧
を
か
け
た
こ

の
国
営
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

横
山
議
員
＝
議
会
は
推
進
へ
の
方

向
転
換
を
し
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
村
長
の
責
任
は
重
大
で
す
。

利
水
事
業
の
主
役
は
受
益
農
家
で

す
。
議
会
の
方
向
転
換
も
農
家
の
意

向
判
断
に
任
せ
る
時
期
に
き
て
い

き
た
い
と
い
う
こ
と
。
そ
う
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
や
る
か
、

や
ら
な
い
か
、
そ
れ
だ
け
で
い
い

で
す
。

村
長
＝
村
も
チ
ッ
ソ
の
ほ
う
に
申

し
入
れ
る
準
備
は
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

る
と
い
う
判
断
だ
と
理
解
し
て
ほ

し
い
。
事
業
費
の
村
負
担
金
、
農
家

の
維
持
管
理
費
、
水
利
権
に
つ
い
て

村
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

村
長
＝
事
業
費
負
担
金
は

12
億
５
千
万
円
、
維
持
管
理
費
に
つ

い
て
は
確
か
に
格
差
が
あ
る
。
今
後

格
差
是
正
に
努
力
し
た
い
。

横
山
議
員
＝
村
有
土
地
の
登
記
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。

総
務
課
長
＝
本
件
に
つ
い
て
は
、

再
調
査
の
段
階
で
完
了
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
登
記
完
了
の
目
途
は
明
言

出
来
ま
せ
ん
。

Q QA A
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国営川辺川総合土地改良事業推進の陳情
　去る６月29日、６月定例議会におい
て議決した、国営川辺川総合土地改良
事業推進決議をもとに、国営事業の推
進について、関係６カ市町村長と相良
村議会として農林水産省へ陳情いたし
ました。
　当日は、地元選出の金子国交副大臣
の案内で石破茂農水大臣はじめ副大臣、
農水省農村振興局長ほか関係部課長に
対応していただき、内山山江村長が６
カ市町村代表として陳情、徳田村長、
小善議長が議決書を添付した要望書を
それぞれ読み上げました。大臣から21
年度は調査費を計上して対応したい、
また３分の２の同意は取れるか、水利
権の問題も心配しているなど発言があ
りました。
　これに先立ち、熊本県知事、九州農
政局長にも６月26日に村長・議会とと
もに要望書を提出しました。

編
集
後
記

　

こ
の
度
、
議
会
だ
よ
り
の
発
行

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度

よ
り
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指

し
議
会
報
告
会
の
開
催
、
そ
し
て

議
会
基
本
条
例
の
設
定
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

相
良
村
は
ダ
ム
問
題
、
国
営
川

辺
川
利
水
事
業
、
情
報
基
盤
整
備

な
ど
皆
様
に
直
接
関
係
す
る
諸
問

題
が
山
積
み
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
選
ば
れ
た
議
会
議
員

と
し
て
諸
問
題
に
冷
静
に
対
処
、

処
理
し
て
い
か
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
年
４
回
発

行
予
定
で
す
。
定
例
議
会
の
審
議

経
過
、
そ
の
経
過
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。
各
議
員
の
活
動
等
議
会

の
状
況
を
見
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　

残
暑
き
び
し
い
折
で
す
が
、
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
自
愛
下

さ
い
ま
す
よ
う
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
一
同
も
「
明
る
い

相
良
村
づ
く
り
」
に
頑
張
り
ま
す

の
で
、
村
民
各
位
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
横
山
）

【
議
会
広
報
編
集
委
員
会
】

　
委
員
長
　
吉
松
　
美
代

　
副
委
員
長
　
茂
吉
　
隆
典

　
委
　
　
員
　
友
田
　
政
春

　
　
　
　
　
　
中
村
　
重
道

　
　
　
　
　
　
横
山
　
良
継

　
　
　
　
　
　
小
善
　
満
子

農水省へ陳情活動

　平成21年６月２日、相良北小学校の現状に対する教育等諸問題に関して、現地研
修を実施しました。常任委員（全員６名）が出席し、教育長、学校長、教頭先生な
どから、１．スクールバス運行について、２．教育（教科等）についてなど学校教育
基本方針の説明を受けました。そのほか、子ども達の可能性を伸ばす取組みなどに
ついて、意見交換会をしました。（友田）

農水大臣へ陳情書提出

熊本県加納農政部次長へ要望書提出

総務文教常任委員会活動


